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            課題 の解答

　課題で使う Excel のデータは、オーム社の Web サイト内にある本書紹介ページに

て提供しています。

 

　  課題1　　　 　　　　　ヒストグラム

　7 月の気温のヒストグラムです。

　　　　



2 回帰分析から学ぶ計量経済学　―課題の解答―

　  課題2　　　　　　　  平均値と中央値

　年収のデータの基本統計量です。

　  課題3　　　 　　　　　　相関係数

　実質 GDP とその構成項目の相関係数です。



　  課題1　　　  東京の 7 月の気温の平均、標準偏差

　7 月の気温に関するデータです。

　平均値　25.1 度

　標準偏差　1.58 度

　Z 値　2.26

　下位から　98.8％

　  課題2　　　　　 出生率低下の要因を探れ

　合計特殊出生率の推定結果です。
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4 回帰分析から学ぶ計量経済学　―課題の解答―

　  課題3　　　　　　 消費関数と投資関数

　実質民間最終消費と実質民間企業設備投資の推定結果です。

　　　　



　  課題1　　　  　　　　 生産関数

　実質 GDP の生産関数の推定結果です。Y は実質 GDP、K は資本ストック、K は労

働投入量です。

　  課題2　　　　　　 　　  対数線形

　イカとタコの所得弾力性、価格弾力性は以下の通りです。

　

　推定結果は次ページに掲載しています。
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  イカ率   タコ

所得弾力性    4.9 　 3.0

価格弾力性 － 2.3 － 1.6
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　  課題3　　　　　　   ロジスティック曲線

　食器洗い機の普及率の推定結果と 2050 年までの予測値です。



第4 章
　  課題1　　　  　　　　   多重共線性

（１）同じ説明変数が 2 つあるので、b1 と b2 の組み合わせは無限にあり、1 つに決

まりません。ただ、Excel では b1 が 0、b2 が X1 のみで回帰したときの係数が計算

されます。

                                        b1   0　        b2   0.54

（２）本来あるべき X2 が説明変数にないので、b1 が約 2 倍の値になっています。

                                        b1   0.96　    b2   0.50

（３）本来あるべき X1 が説明変数にないので、b1 が約 2 倍の値になっています。

X1 と X2 の相関が高いので、（2）と（3）の推定結果は似ています。

                                        b1   0.96　    b2   0.50

（４）相関の高い２つの変数をまとめたため、b1 は真の値（0.5）に近い値が推定され

ています。

                                        b1   0.49　    b2   0.50

　  課題2　　　　　　 　　  賃金の推定

　所定内給与の推定結果を、次ページに掲載しています。
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　  課題3　　　　　　 男女賃金に差はあるか？

【１】女性ダミーをみると、有意に女性の賃金の水準が 68.1 万円高く、年齢×女性ダ

ミーをみると、年間 3.3 万円昇給のテンポに違いがあります。ゼロ歳時点では女性が

68.1 万円分速いですが、21 歳時点で男性の賃金が高くなり、その後格差が広がって

いくことを表しています。

【２】1000 万円以上の企業は、ゼロ歳段階では 70.9 万円安いですが 20 歳時点で 10

人～99 人の賃金より高くなり、その後年間 3.7 万円分、10 人～99 人の企業より昇

給テンポが速いです。100 人～ 999 人の企業は、ゼロ歳段階では 25.1 万円 10 人～ 99

人の企業より安いですが、５％水準で有意ではありません。昇給テンポは、10 人～

99 人に比べて 1.2 万円分早いです。
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　  課題1　　　  　　　為替レートの予測

　対ドル円レート（階差）の 1 期前の係数は有意ではなく、自由度修正済み決定係数

も有意ではないので、予測には使えません。

　  課題2　　 日本の株価は米国の株価に影響を受けているか？

　日本の株価の推定では米国の株価 1 期前が有意で、米国の株価の推定では日本の

株価が有意なので、お互いに影響を受けていることがわかります。

　▼日本の株価の推定結果
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▼米国の株価の推定結果

　  課題3　　   ランダムウォーク系列を作って回帰してみよう

　Excel で 2 つのランダムウォーク系列を作り、1 つを被説明変数、もう 1 つを説明

変数として、回帰分析をします。下記は 1 つの例です。乱数を発生させているので、

同じ結果にはなりません。
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　  課題1　　　  　　　ロジスティック回帰

　67％なので合格できます。

　  課題2　　　　　　 　 ベイズによる分析

　事後確率は以下の通りです。

　  課題3　　　  　　　 　働く力の作成

　固有値は 1 を超えていれば意味があるので、第 1 主成分を使えば働く力の指標と

して使えます。固有ベクトルは、変数のウエートを表します。所定内給与が高く、

昼夜間人口比率が高く、完全失業率が低いほど働く力が高い自治体といえます。主

成分得点をみると働く力の大きいのは東京、愛知県、大阪府となりました。
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1 ２ 3 4

事後確率 60% 100% 60% 50%



　  課題1　　　   英語のテストと研修の効果（RCT）

　A 社に関しては、全員研修を受けているので、一対の標本による平均値の差の検

定を行います。対立仮説を「研修後の方が点数が高い」として、片側検定で検定します。

P 値は 11％なので、5％水準で棄却できません。つまり、研修に効果があったとは

言えないことになります。

　B 社に関しては、研修を受けてない人に関してのデータもあるので、より正確に効

果が測定できます。両者のデータを分散が等しくないと仮定した 2 標本による検定

をします。P 値は 38％なので、研修に効果があったという仮説は棄却できません。
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　  課題2　　　    少子化対策（傾向スコアマッチング）

　自治体のタイプをそろえて、一対の標本による平均値の差の検定を行います。帰

無仮説は「少子化対策の効果の大きさがゼロ」です。P 値は片側検定で 8.42×e -6

非常に小さいので、帰無仮説が棄却できます。
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　  課題3　　　    就学年数と年収（操作変数法）

　操作変数を使うと就学年数の係数（0. 29）が正しく推定できています。

（１）現実には不可能な、個人の能力のデータが入手できた場合の推定

　　　　　　　年収 ＝ a ＋ b1 × 修学年数＋ b2 × 個人の能力

 

（２）操作変数を使った 1段階目の推定

　　　　　　　　　就学年数 ＝ a ＋ b × 大学までの距離
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（３）操作変数を使った 2段階目の推定

　　　　　　　　　　年収 ＝ a ＋ b × 修学年数の推定値

　　　　

課題の解答はこれで終わりです

お疲れさまでした！


